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「元気な日の出町を」
̶力を合わせたまちづくり
「みんなでつくろう　日の出町！」を合言葉に、
商工会・町・観光協会等の連携を強め、
活気あふれるまちづくり、商店つくりを目指しています。

日の出町の由来である
「日の出山」

●第1次受付が135社、第2次受付が280社に̶当連合会が受け付けた 「小規模事業者持続化補助金」
●東京都商工会青年部連合会の新会長に矢部要氏̶第48回通常総会開く
●東京都商工会女性部連合会が第33回通常総会を開く
●多摩・島しょ地域のイベント大特集Part63（8月～9月）　

▲清水秀明会長（前列中央左）と職員の皆さん

商工会は 行き
ます

聞き
ます

提案
します

Hinodemachi
Shokokai

http://www.042-597-0270.com/

日の出町
商工会

豊かな自然に恵まれた「日の
出山」は，四季を通じて大勢
のハイカーが訪れる山です。
標高902ｍの頂上からは関
東平野が一望でき、新宿高
層ビル群も見えます。晴れた
日はスカイツリーも望めます。

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛けください。

大自然と山里の風情あふれる
美肌の湯「日の出つるつる温泉」
深山の緑と山里の風情が心を癒
します。お肌をすべすべにしてく
れるアルカリ性の泉質は「美肌の
湯」として評判です。

地元産ブランド「日の出トマト」と
Ｂ級グルメ「赤いうどん」
トマトは本来夏野菜ですが、「日の出トマト」
は、12月～ 6月にかけてハウスで収穫される
地元産ブランドのトマトで、トマト本来のおい
しさと栄養をたっぷり蓄えています。B級グル
メ「赤いうどん」もおいしいと好評です。

夏の「白岩の滝」
「白岩の滝」は落差8.5ｍの
１段、落差12ｍの２段、落
差15ｍの３段からなる日の
出町随一の名瀑です。日の
出山へと通じるハイキング
コースになっています。

消費者との信頼の輪を強化
「ひので朝市」
年5回（3月・6月・7月・9月・12月）
開催される「ひので朝市」は、年々消費者
の輪が広がり賑わっています。

▲日の出町
　イメージキャラクター　
　「ひのでちゃん」

●村越政雄会長を再選、新副会長に山下真一理事―第54回通常総会を開催
7人の理事を新たに選任／
村越会長「多摩・島しょをもっと良くして東京を活性化」と2期目に意欲　
●第1回「東京の成長に向けた公労使会議」開催
「働き方改革」に関する共同宣言を採択／
「まず、それぞれの企業が時間的余裕作りを」と村越会長が提言
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村
越
政
雄
を
会
長

２
期
目
へ
意
欲

再
選

多
摩
・
島
し
ょ
を
も
っ
と
良
く
し
て
東
京
を
活
性
化

新
副
会
長
に
山
下
真
一
理
事（
福
生
市
）、７
人
の
理
事
を
新
た
に
選
任

　
総
会
は
加
藤
政
治
副
会
長
の
開
会
の
辞

で
始
ま
り
ま
し
た
。
議
事
進
行
に
先
立
ち

村
越
会
長
が
挨
拶
。
議
長
に
込
山
雄
茂
国

分
寺
市
商
工
会
長
を
選
び
、
議
事
を
進
行

し
ま
し
た
。
１
号
議
案
か
ら
５
号
議
案
ま

で
は
一
括
上
程
し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

関
す
る
6
号
議
案
も
、
役
員
選
考
委
員
会

が
決
定
し
た
案
に
つい
て
拍
手
で
全
員
が
了

承
し
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
副
会
長
、
理

事
、
監
事
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
役
員
選
出
後
、
再
選
さ
れ
た
村
越
会

長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
昨
年
6
月
に
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
と
改
正
小
規
模
事
業
者

支
援
法
が
成
立
し
た
。
商
工
会
が
立
脚
す

る
小
規
模
企
業
に
対
す
る
法
が
で
き
た
こ

と
は
評
価
で
き
る
。
一
方
、こ
れ
に
よ
っ
て

商
工
会
の
責
任
も
大
き
く
な
っ
た
。
商
工
会

の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
昨
年
、
商
工
会
等
あ
り

方
検
討
会
を
設
置
し
て
、
行
く
べ
き
道
を
示

し
た
。
だ
が
、
依
然
と
し
て
会
員
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

社
会
構
造
の
変
化
も
あ
る
が
、こ
こ
で
頑
張

ら
な
い
と
商
工
会
の
存
在
意
義
を
問
わ
れ

る
。
多
摩
・
島
し
ょ
を
良
く
す
る
こ
と
が
東

京
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
、
と
の
考
え
で
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
って
い
き
た
い
」
と
２
期

目
への
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
退
任
役
員
に
村
越
会
長
が

感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
閉
会
の
辞
は

鶴
田
和
男
副
会
長
が
述
べ
、
総
会
を
終
わ

り
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
役
員
功
労
、
永

年
勤
続
者
ら
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
、
東
京
都
、
関
連

支
援
機
関
、
金
融
機
関
か
ら
約
20
人
が
出

席
。
十
河
慎
一
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工

部
長
ら
が
挨
拶
し
、
栗
山
昇
副
会
長
の
音
頭

で
乾
杯
、
懇
親
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】

■
女
性
部
功
労
者

　▽
福
生
市
商
工
会
女
性
部
長 

渡
辺
才
子

　▽
あ
き
る
野
商
工
会
女
性
部
長 

田
嶋
加
代
子

【
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
】

■
役
員
功
労
者

　▽
大
島
町
商
工
会
副
会
長 

岡
山
正
宏
▽
東

大
和
市
商
工
会
副
会
長 

小
嶋
哲
夫
▽
瑞
穂
町

商
工
会
副
会
長 

荻
野
昭
夫
▽
日
野
市
商
工
会

理
事 

峯
岸
弘
行
▽
福
生
市
商
工
会
理
事 

天

野
久
徳
▽
東
大
和
市
商
工
会
理
事 

鈴
木
光
男

▽
東
久
留
米
市
商
工
会
監
事 

土
屋
祐
司
▽
国

立
市
商
工
会
監
事 

砂
原
十
郎

【
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

▶
役
員
改
選
な
ど
６
議
案
を
承
認 

第
54
回
通
常
総
会

▲2期目への抱負を述べる村越会長

　
当
連
合
会
は
5
月
25
日
、立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で「
第
54
回
通
常
総
会
」を
開
き
、任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、村
越
政
雄
会
長（
小
金
井
市
商
工
会
会
長
）を
再
選
し
ま
し
た
。ま
た
、

加
藤
政
治
副
会
長
の
後
任
と
し
て
山
下
真
一
理
事（
福
生
市
商
工
会
会
長
）を
選
び
ま
し
た
。18
人

の
理
事
に
つ
い
て
は
7
人
を
新
し
く
選
び
、監
事
も
１
人
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
。任
期
は
3
年

で
す
。総
会
で
は
役
員
改
選
を
含
め
６
議
案
を
上
程
、全
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
を
得
ま
し
た
。

■
役
員
功
労
者

　▽
東
久
留
米
市
商
工
会
副
会
長 

根
本
喜
好

▽
国
分
寺
市
商
工
会
理
事 

松
本
栄
作
▽
日
野

市
商
工
会
理
事 

村
松
岑
生
▽
小
平
商
工
会
理

事 

大
沢
順
一
▽
大
島
町
商
工
会
理
事 

山
田

忠
司
▽
調
布
市
商
工
会
理
事 

牧
野
高
明
▽
福

生
市
商
工
会
理
事 

山
﨑
靖
秀
▽
東
久
留
米
市

商
工
会
理
事 

岸
千
恵
▽
国
立
市
商
工
会
理
事 

原
田
洋
示
▽
▽
八
丈
町
商
工
会
理
事 

佐
々
木

剛
▽
八
丈
町
商
工
会
理
事 

宮
代
昌
秀
▽
稲
城

市
商
工
会
理
事 

猪
又
政
二
▽
瑞
穂
町
商
工
会

理
事 

岩
間
紀
泰
▽
瑞
穂
町
商
工
会
理
事 

吉

成
宏
三
▽
昭
島
市
商
工
会
理
事 

岡
部
恒
男
▽

昭
島
市
商
工
会
理
事 

平
松
秀
治
▽
小
笠
原
村

商
工
会
理
事 

赤
間
泰
子
▽
小
笠
原
村
商
工
会

理
事 

瀬
堀
ロ
ッ
キ
▽
小
笠
原
村
商
工
会
理
事 

築
館
俊
一
▽
小
笠
原
村
商
工
会
理
事 

橋
本
一

夫
▽
新
島
村
商
工
会
監
事 

瀧
口
聖

【
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良
商
工

会
表
彰
】 

  

　▽
小
笠
原
村
商
工
会
▽
羽
村
市
商
工
会
▽

あ
き
る
野
商
工
会
▽
新
島
村
商
工
会
▽
日
の

出
町
商
工
会 

      

【
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
新
規
加
入
成

績
優
良
商
工
会
表
彰
】 

 

　▽
三
宅
村
商
工
会 

       

【
商
工
会
等
職
員
永
年
勤
続
感
謝
状
】

　▽
羽
村
市
商
工
会 

高
橋
寿
之
▽
調
布
市
商

工
会 

安
立
千
鶴
子
▽
三
鷹
商
工
会 

古
川
裕

朗
▽
東
京
都
商
工
会
連
合
会 

石
川
善
則
▽
あ

き
る
野
商
工
会 

田
中
庸
仁
▽
八
丈
町
商
工
会 

小
宮
山
美
代

（
敬
称
略
、役
職
は
平
成
26
年
度
）

第54回
通常総会
を開く

東京都商工会連合会新役員体制

再任

名誉会長
桂　敎夫
東京都商工会連合会

再任

会 長
村越 政雄
小金井市商工会

再任

副会長
鶴田 和男
あきる野商工会

再任

副会長
栗山　昇
狛江市商工会

再任

副会長
佐藤 文典
三鷹商工会

新任

副会長
山下 真一
福生市商工会

再任

専務理事
傳田 　純
東京都商工会連合会

再任

理 事
込山 雄茂
国分寺市商工会

再任

理 事
佐藤 光弘
日野市商工会

新任

理 事
田中　宏
清瀬商工会

再任

理 事
猪熊 勇一
小平商工会

新任

理 事
大河内 一紀
西東京商工会

新任

理事
栁澤　勇
調布市商工会

新任

理 事
井田 清治
東久留米市商工会

再任

理 事
米原 義春
武蔵村山市商工会

再任

理 事
浅沼 孝彦
八丈町商工会

再任

理 事
奈良部 義彦
稲城市商工会

再任

理 事
増田 一仁
羽村市商工会

新任

理 事
荻野 昭夫
瑞穂町商工会

再任

理 事
平畑 文興
昭島市商工会

再任

理 事
清水 秀明
日の出町商工会

新任

理 事
矢部　要
東京都商工会青年部連合会

再任

理 事
廣瀬 可世子
東京都商工会女性部連合会

新任

監 事
小嶋  哲夫
東大和市商工会

再任

監 事
長谷川 一也
三宅村商工会

再任

監 事
玉木 國隆
公認会計士（民間）

再任

オブザーバー
鶴﨑 勝彦
大島町商工会

新任

オブザーバー
大沼  登良夫
新島村商工会

再任

オブザーバー
松江 雅彦
神津島村商工会

再任

オブザーバー
安藤 光一
小笠原村商工会

再任

理 事
新　義友
東村山市商工会

新任

理 事
五十嵐 一典
国立市商工会

受
彰
者
の
皆
様
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村
越
政
雄
を
会
長

２
期
目
へ
意
欲

再
選

多
摩
・
島
し
ょ
を
も
っ
と
良
く
し
て
東
京
を
活
性
化

新
副
会
長
に
山
下
真
一
理
事（
福
生
市
）、７
人
の
理
事
を
新
た
に
選
任

　
総
会
は
加
藤
政
治
副
会
長
の
開
会
の
辞

で
始
ま
り
ま
し
た
。
議
事
進
行
に
先
立
ち

村
越
会
長
が
挨
拶
。
議
長
に
込
山
雄
茂
国

分
寺
市
商
工
会
長
を
選
び
、
議
事
を
進
行

し
ま
し
た
。
１
号
議
案
か
ら
５
号
議
案
ま

で
は
一
括
上
程
し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

関
す
る
6
号
議
案
も
、
役
員
選
考
委
員
会

が
決
定
し
た
案
に
つい
て
拍
手
で
全
員
が
了

承
し
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
副
会
長
、
理

事
、
監
事
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
役
員
選
出
後
、
再
選
さ
れ
た
村
越
会

長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
昨
年
6
月
に
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
と
改
正
小
規
模
事
業
者

支
援
法
が
成
立
し
た
。
商
工
会
が
立
脚
す

る
小
規
模
企
業
に
対
す
る
法
が
で
き
た
こ

と
は
評
価
で
き
る
。
一
方
、こ
れ
に
よ
っ
て

商
工
会
の
責
任
も
大
き
く
な
っ
た
。
商
工
会

の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
昨
年
、
商
工
会
等
あ
り

方
検
討
会
を
設
置
し
て
、
行
く
べ
き
道
を
示

し
た
。
だ
が
、
依
然
と
し
て
会
員
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

社
会
構
造
の
変
化
も
あ
る
が
、こ
こ
で
頑
張

ら
な
い
と
商
工
会
の
存
在
意
義
を
問
わ
れ

る
。
多
摩
・
島
し
ょ
を
良
く
す
る
こ
と
が
東

京
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
、
と
の
考
え
で
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
って
い
き
た
い
」
と
２
期

目
への
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
退
任
役
員
に
村
越
会
長
が

感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
閉
会
の
辞
は

鶴
田
和
男
副
会
長
が
述
べ
、
総
会
を
終
わ

り
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
役
員
功
労
、
永

年
勤
続
者
ら
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
、
東
京
都
、
関
連

支
援
機
関
、
金
融
機
関
か
ら
約
20
人
が
出

席
。
十
河
慎
一
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工

部
長
ら
が
挨
拶
し
、
栗
山
昇
副
会
長
の
音
頭

で
乾
杯
、
懇
親
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】

■
女
性
部
功
労
者

　▽
福
生
市
商
工
会
女
性
部
長 

渡
辺
才
子

　▽
あ
き
る
野
商
工
会
女
性
部
長 

田
嶋
加
代
子

【
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
】

■
役
員
功
労
者

　▽
大
島
町
商
工
会
副
会
長 

岡
山
正
宏
▽
東

大
和
市
商
工
会
副
会
長 

小
嶋
哲
夫
▽
瑞
穂
町

商
工
会
副
会
長 

荻
野
昭
夫
▽
日
野
市
商
工
会

理
事 

峯
岸
弘
行
▽
福
生
市
商
工
会
理
事 

天

野
久
徳
▽
東
大
和
市
商
工
会
理
事 

鈴
木
光
男

▽
東
久
留
米
市
商
工
会
監
事 

土
屋
祐
司
▽
国

立
市
商
工
会
監
事 

砂
原
十
郎

【
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

▶
役
員
改
選
な
ど
６
議
案
を
承
認 

第
54
回
通
常
総
会

▲2期目への抱負を述べる村越会長

　
当
連
合
会
は
5
月
25
日
、立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で「
第
54
回
通
常
総
会
」を
開
き
、任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、村
越
政
雄
会
長（
小
金
井
市
商
工
会
会
長
）を
再
選
し
ま
し
た
。ま
た
、

加
藤
政
治
副
会
長
の
後
任
と
し
て
山
下
真
一
理
事（
福
生
市
商
工
会
会
長
）を
選
び
ま
し
た
。18
人

の
理
事
に
つ
い
て
は
7
人
を
新
し
く
選
び
、監
事
も
１
人
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
。任
期
は
3
年

で
す
。総
会
で
は
役
員
改
選
を
含
め
６
議
案
を
上
程
、全
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
を
得
ま
し
た
。

■
役
員
功
労
者

　▽
東
久
留
米
市
商
工
会
副
会
長 

根
本
喜
好

▽
国
分
寺
市
商
工
会
理
事 

松
本
栄
作
▽
日
野

市
商
工
会
理
事 

村
松
岑
生
▽
小
平
商
工
会
理

事 

大
沢
順
一
▽
大
島
町
商
工
会
理
事 

山
田

忠
司
▽
調
布
市
商
工
会
理
事 

牧
野
高
明
▽
福

生
市
商
工
会
理
事 
山
﨑
靖
秀
▽
東
久
留
米
市

商
工
会
理
事 

岸
千
恵
▽
国
立
市
商
工
会
理
事 

原
田
洋
示
▽
▽
八
丈
町
商
工
会
理
事 

佐
々
木

剛
▽
八
丈
町
商
工
会
理
事 
宮
代
昌
秀
▽
稲
城

市
商
工
会
理
事 

猪
又
政
二
▽
瑞
穂
町
商
工
会

理
事 

岩
間
紀
泰
▽
瑞
穂
町
商
工
会
理
事 
吉

成
宏
三
▽
昭
島
市
商
工
会
理
事 

岡
部
恒
男
▽

昭
島
市
商
工
会
理
事 

平
松
秀
治
▽
小
笠
原
村

商
工
会
理
事 

赤
間
泰
子
▽
小
笠
原
村
商
工
会

理
事 

瀬
堀
ロ
ッ
キ
▽
小
笠
原
村
商
工
会
理
事 

築
館
俊
一
▽
小
笠
原
村
商
工
会
理
事 

橋
本
一

夫
▽
新
島
村
商
工
会
監
事 

瀧
口
聖

【
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良
商
工

会
表
彰
】 
  

　▽
小
笠
原
村
商
工
会
▽
羽
村
市
商
工
会
▽

あ
き
る
野
商
工
会
▽
新
島
村
商
工
会
▽
日
の

出
町
商
工
会 

      

【
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
新
規
加
入
成

績
優
良
商
工
会
表
彰
】 

 

　▽
三
宅
村
商
工
会 

       

【
商
工
会
等
職
員
永
年
勤
続
感
謝
状
】

　▽
羽
村
市
商
工
会 

高
橋
寿
之
▽
調
布
市
商

工
会 

安
立
千
鶴
子
▽
三
鷹
商
工
会 

古
川
裕

朗
▽
東
京
都
商
工
会
連
合
会 

石
川
善
則
▽
あ

き
る
野
商
工
会 

田
中
庸
仁
▽
八
丈
町
商
工
会 

小
宮
山
美
代

（
敬
称
略
、役
職
は
平
成
26
年
度
）

第54回
通常総会
を開く

東京都商工会連合会新役員体制

再任

名誉会長
桂　敎夫
東京都商工会連合会

再任

会 長
村越 政雄
小金井市商工会

再任

副会長
鶴田 和男
あきる野商工会

再任

副会長
栗山　昇
狛江市商工会

再任

副会長
佐藤 文典
三鷹商工会

新任

副会長
山下 真一
福生市商工会

再任

専務理事
傳田 　純
東京都商工会連合会

再任

理 事
込山 雄茂
国分寺市商工会

再任

理 事
佐藤 光弘
日野市商工会

新任

理 事
田中　宏
清瀬商工会

再任

理 事
猪熊 勇一
小平商工会

新任

理 事
大河内 一紀
西東京商工会

新任

理事
栁澤　勇
調布市商工会

新任

理 事
井田 清治
東久留米市商工会

再任

理 事
米原 義春
武蔵村山市商工会

再任

理 事
浅沼 孝彦
八丈町商工会

再任

理 事
奈良部 義彦
稲城市商工会

再任

理 事
増田 一仁
羽村市商工会

新任

理 事
荻野 昭夫
瑞穂町商工会

再任

理 事
平畑 文興
昭島市商工会

再任

理 事
清水 秀明
日の出町商工会

新任

理 事
矢部　要
東京都商工会青年部連合会

再任

理 事
廣瀬 可世子
東京都商工会女性部連合会

新任

監 事
小嶋  哲夫
東大和市商工会

再任

監 事
長谷川 一也
三宅村商工会

再任

監 事
玉木 國隆
公認会計士（民間）

再任

オブザーバー
鶴﨑 勝彦
大島町商工会

新任

オブザーバー
大沼  登良夫
新島村商工会

再任

オブザーバー
松江 雅彦
神津島村商工会

再任

オブザーバー
安藤 光一
小笠原村商工会

再任

理 事
新　義友
東村山市商工会

新任

理 事
五十嵐 一典
国立市商工会

受
彰
者
の
皆
様

03 とうきょう商工連プラザ2015年7月1日 vol.324 02とうきょう商工連プラザ 2015年7月1日vol.324



①
会
員
増
強
、経
費
削
減
、青
年
部
と
女
性
部
と
の

交
流
、事
務
局
の
会
員
訪
問
強
化
を
図
り
ま
す
。頑

張
っ
て
い
る
会
員
を
応
援
し
て
地
域
経
済
の
向
上

と「
あ
か
る
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
い
き
ま

す
②
ゴ
ル
フ
、海
外
旅
行
、読
書
、孫
と
遊
ぶ
こ
と

③
野
菜
を
多
く
食
べ
る
こ
と
。ま
た
、ス
ト
レ
ス
と

過
労
に
注
意
し
て
い
ま
す
④
日
本
橋
界
隈
で
の
食

事
で
す
。

①
会
員
増
強
運
動
の
積
極
的
推
進
、組
織
の
拡
充
、

組
織
の
再
編
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。商
工
会
は
、

会
員
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
の
で
②
ま
ち
の

神
社
行
事
、祭
な
ど
へ
の
参
加
で
す
。ま
た
、ほ
た

る
の
里〝
村
民
〞活
動
で
、ち
び
っ
子
と
小
学
生
に
源

氏
ぼ
た
る
の
育
て
方
や
田
ん
ぼ
で
の
稲
作（
も
ち

米
）を
指
導
し
て
い
ま
す
。田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま

で
、米
作
り
の
大
切
さ
を
教
え
、収
穫
祭
で
は
餅
を

つ
い
た
り
、子
供
た
ち
と
赤
飯
を
食
べ
た
り
し
て
、

お
米
に
感
謝
し
て
い
ま
す
③
毎
日
、早
寝
？
早
起

　
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
５
月

９
日
、
調
布
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
48
回
通
常

総
会
を
開
き
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
新
会
長
に
羽
村
市
商
工
会
青

年
部
の
矢
部
要
（
や
べ
・
か
な
め
）
氏
を
選

任
し
ま
し
た
。
副
会
長
に
は
小
野
淳
氏
（
国

立
市
）、
鈴
木
悟
氏
（
西
東
京
）、
加
園
丈
晴

氏
（
調
布
市
）、
天
野
太
介
氏
（
大
島
町
）

の
４
氏
を
選
び
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
役
員
改
選
の
ほ
か
、
26
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
27
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
、
27
年
度
の
会
費
額
・

払
込
方
法
の
３
議
案
も
提
出
さ
れ
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
会
長
に
選
ば
れ
た
矢
部
氏
は
、
今
年

度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
知
ら
ず
は
損
、
知
る
こ

と
に
よ
り
未
来
が
拓
け
る
」
を
掲
げ
、
知
り

合
う
こ
と
、
情
報
を
先
取
り
す
る
こ
と
の
重

要
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
①
本
業
を

大
事
に
、②
家
族
を
大
事
に
、③
所
属
す
る

商
工
会
を
大
事
に
、④
都
青
連
を
大
事
に

―

の
４
D
（
４
つ
の
大
事
）
を
唱
え
、
そ
の

順
序
を
意
識
し
な
が
ら
行
動
す
べ
き
だ
と

訴
え
ま
し
た
。
さ
ら
に「
地
元
を
愛
し
、
地

域
密
着
型
の
経
営
や
商
工
会
運
営
を
し
て

い
く
こ
と
で
、
仲
間
意
識
が
高
ま
り
外
に
目

を
向
け
ら
れ
る
組
織
に
な
る
。
共
に
生
き

る
東
京
で
、
一
緒
に
楽
し
く
成
長
し
よ
う
」

と
、
都
青
連
の
結
束
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
、
村
越
政
雄
東

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会

太
田
会
長
から

に
バ
ト
ン
パ
ス

「
Bu
mp 

up
」か
ら「
知
ら
ず
は
損
」へ―

第48回
通常総会を
開催

▲都青連の第48回通常総会

矢部要新会長▶

京
商
工
会
連
合
会
会
長
、
傳
田
純
同
専
務

理
事
、
廣
瀬
可
世
子
東
京
都
商
工
会
女
性

部
連
合
会
会
長
、
小
島
昌
夫
東
京
都
商
工

青
年
同
友
会
会
長
、田
中
俊
典
東
京
都
商

工
会
青
年
部
連
合
会
相
談
役
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
部
員
の
拡
大
に

成
果
を
上
げ
た
調
布
市
、
小
金
井
市
、日

野
市
の
商
工
会
青
年
部
を
表
彰
し
ま
し
た
。

き
を
心
掛
け
、出
勤
前
の
早
歩
き
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
欠
か
し
ま
せ
ん
④
魚
類
な
ら
何
で
も
O
K
。た

だ
し
腹
八
分
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

①
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、信
頼
さ
れ
る
商
工

会
を
目
指
す
た
め
、会
の
活
性
化
と
魅
力
づ
く
り

に
注
力
し
ま
す
。過
去
を
振
り
返
ら
ず
、遠
い
将
来

に
こ
だ
わ
ら
ず
、会
員
の
皆
様
の「
今
現
在
お
持
ち

の
意
見
」を
集
約
し
、反
映
で
き
る
会
の
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
②
気
心
知
れ
た
仲
間
と
時
間
が

あ
れ
ば
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま

す
。ま
た
、レ
ト
ロ
な
オ
ー
ト
バ
イ
収
集
や
機
械
工

作
も
好
き
で
す
③
皆
さ
ん
か
ら
勧
め
ら
れ
る「
健

康
食
品
」を
試
す
こ
と
で
す
④
実
際
に
味
わ
っ
て

お
い
し
か
っ
た
も
の（
い
ろ
い
ろ
な
食
材
、店
舗
で

提
供
さ
れ
る
食
品
）。特
に
、地
元
の
粉
で
作
っ
た

手
作
り
う
ど
ん
。

①
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し

ま
す
。役
員
理
事・職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
商
工
会

の
果
た
す
役
割
を
再
度
認
識
し
、親
切
・
丁
寧
・

確
実
・
迅
速
を
モ
ッ
ト
ー
に
業
務
を
遂
行
し
ま
す

②
孫
と
の
戯
れ
、妻
と
の
束
の
間
の
旅
。い
ず
れ
も

自
身
や
相
手
の
ガ
ス
抜
き
で
す
③
家
族
と
自
身
の

た
め
に
、つ
ら
い
の
で
す
が
週
５
回
ジ
ム
に
通
っ
て

い
ま
す
。40
年
間
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
き
た
ゴ
ル

フ
は
、J
Ｇ
Ａ
の
ハ
ン
デ
11
で
す
。何
と
か
再
度
シ

ン
グ
ル
に
挑
戦
！
④
わ
が
家
の
名
物
、妻
が
作
る

「
キ
ー
マ・カ
レ
ー
」で
す
。

①
役
員
、職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、事
に
当
た
れ
る

風
通
し
の
良
い
商
工
会
を
目
指
し
ま
す
。こ
の
よ

う
な
体
制
で
事
業
者
の
支
援
に
当
た
る
こ
と
で
、

信
頼
関
係
も
よ
り
一
層
強
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す

②
休
み
が
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
の
で
、た
ま
の
休

み
に
は
気
ま
ま
に
車
で
小
旅
行
に
出
か
け
て
い
ま

す
③
健
康
に
良
い
緑
茶
を
毎
日
、朝
、昼
、晩
、仕

事
中
に
も
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
飲
む
よ
う
に
し

て
い
ま
す
④
好
き
嫌
い
は
な
く
、何
で
も
食
べ
ま

す
。中
で
も
特
に
麺
類
は
、そ
ば
、う
ど
ん
、パ
ス
タ

と
和
洋
問
わ
ず
大
好
き
で
す
。特
に「
ひ
が
し
や
ま

と
茶
う
ど
ん
」は
絶
品
で
す
。

①
会
員
さ
ん
と
の
強
い
信
頼
関
係
を
築
き
、常
に

会
員
さ
ん
の
た
め
の
身
近
な
商
工
会
で
あ
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。行
政
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
②
ハ
イ
キ
ン

グ
が
趣
味
。夏
に
は
山
小
屋
泊
ま
り
で
百
名
山
に

も
行
き
ま
す
。音
楽
が
好
き
で
、ジ
ャ
ズ
は
若
い
こ

ろ
か
ら
聴
い
て
い
ま
す
③
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
心
掛

け
て
い
ま
す
が
、な
か
な
か
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。食
べ
過
ぎ
に
も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
④

魚
類
、肉
類
、野
菜
、果
物
。天
ぷ
ら
や
、と
ん
か
つ

が
大
好
き
な
の
で
す
が
、今
は
健
康
の
た
め
控
え

て
い
ま
す
。

①
新
島
村
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、後
継
者
不
足

で
廃
業
す
る
事
業
所
が
増
え
、商
工
会
員
が
減
少

し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
、役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
策
を
講
じ
て
、活
気
あ
ふ
れ
る
商
工
会

に
し
て
い
き
た
い
②
最
近
、忙
し
く
て
好
き
な

サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
ま
せ
ん
。余
暇
が
で
き
た
ら

サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
た
い
。い
ま
、特
に
は
ま
っ
て
い
る

の
が
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
す
③
島
の
露
天
温
泉
に

通
っ
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
最
高
で
す
④

新
島
の
焼
酎
と
新
鮮
な
魚
介
類
。大
好
物
は
何
と

言
っ
て
も
新
島
の
ク
サ
ヤ
で
す
。

　
東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
５
月

8
日
、
立
川
市
の
ホ
テ
ル
で
第
33
回
通
常

総
会
を
開
き
、
提
出
さ
れ
た
４
議
案
を
承

認
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
27
の
商
工
会
か

ら
1
2
4
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、

来
賓
と
し
て
村
越
政
雄
東
京
都
商
工
会
連

合
会
会
長
、
傳
田
純
同
専
務
理
事
、
太
田

泰
之
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
、
小
島
昌
夫
東
京
都
商
工
青
年
同
友
会

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
廣
瀬
可
世
子
会
長
は
、〝

お
も
て
な
し
は
心
で
は
な
く
知
恵
だ
〞 

と
い

う
京
都
の
老
舗
旅
館
の
お
か
み
の
言
葉
を
例

に「
心
が
な
く
て
は
お
も
て
な
し
は
で
き
な

い
が
、
知
恵
を
使
え
ば
さ
ら
に
良
い
も
の
に

な
る
。一
人
ひ
と
り
が
、
商
工
会
の
た
め
に

考
え
、
行
動
し
て
い
こ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
27
年
度
事
業
計
画
に
は
、
10
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る「
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
」の
実
施
な
ど
13
項
目
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
は
村
越
会
長
が「
今
年
は

初
め
て
女
性
部
全
国
大
会
が
東
京
で
開
か

れ
る
。
繊
細
な
心
と
あ
ふ
れ
る
機
動
力
を

フ
ル
に
発
揮
し
て
、
多
摩
と
島
し
ょ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

女
性
部
全
国
大
会

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会

第
33
回
通
常
総
会
を
開
く

▲「おもてなしは心と知恵で」と廣瀬会長

10
月
東
京
開
催
の

向
け
に

結
束
さ
ら
に
固
く

　一般・産業廃棄物収集運搬業務を主に行う丸順商事有
限会社（羽村市富士見平2-1-14）の代表。母（現会長）
から3年前に事業継承した。地元羽村市商工会の後押しと
太田前会長の熱心な推薦があり、「己を磨ける」とポジティ
ブに捉えて大役を引き受けた。社員には挨拶の重要さを説
く。経営理念は「市民、顧客、社会、そして全社員からの
信頼・支持を継続的に維持し続ける企業を目指す」こと。
　「各商工会の内部活性によって都青連を
盛り上げ、補助金活用のPRにも力を注い
でいきたい」と意欲を示す。明るく積極的
で人なつっこい性格。趣味は5歳の愛娘と
遊ぶこと。フットサルやキャンプが好きな屋
外派。昭和52年生まれの38歳。

矢
部
新
会
長

（
羽
村
市
商
工
会
青
年
部
）

新
商
工
会
長
に
就
任

７
氏
が

新
会
長
に
は
、①
私
が
目
指
す
商
工
会
②
私
の
余
暇
の
過
ご
し
方

③
私
の
健
康
法
④
私
の
大
好
物―

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
お
こ
う
ち
　
　
か
ず
の
り
　

西
東
京
商
工
会 
会
長

大
河
内 

一
紀
氏

や
な
ぎ
さ
わ
　 

い
さ
む

調
布
市
商
工
会 

会
長

栁
澤 

勇
氏

こ
　
じ
ま
　
　
て
つ
　
お

い
　
だ
　
　 

き
よ
　
は
る

東
久
留
米
市
商
工
会 

会
長

井
田 

清
治
氏

東
大
和
市
商
工
会 

会
長

小
嶋 

哲
夫
氏

お
ぎ
　
の
　
　 

あ
き
　
お

瑞
穂
町
商
工
会 

会
長

荻
野 

昭
夫
氏

お
お 

ぬ
ま
　 

と
　 

ら
　 

お

新
島
村
商
工
会 

会
長

大
沼 

登
良
夫
氏

　 

い
が
ら
し 

　
　 

か
ず
の
り

国
立
市
商
工
会 

会
長

五
十
嵐 

一
典
氏

５
月
の
総
代
会
で
7
人
の
方
が
新
し
く
商
工
会
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。新
会
長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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新
会
長
の

矢
部 

要

横
顔



①
会
員
増
強
、経
費
削
減
、青
年
部
と
女
性
部
と
の

交
流
、事
務
局
の
会
員
訪
問
強
化
を
図
り
ま
す
。頑

張
っ
て
い
る
会
員
を
応
援
し
て
地
域
経
済
の
向
上

と「
あ
か
る
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
い
き
ま

す
②
ゴ
ル
フ
、海
外
旅
行
、読
書
、孫
と
遊
ぶ
こ
と

③
野
菜
を
多
く
食
べ
る
こ
と
。ま
た
、ス
ト
レ
ス
と

過
労
に
注
意
し
て
い
ま
す
④
日
本
橋
界
隈
で
の
食

事
で
す
。

①
会
員
増
強
運
動
の
積
極
的
推
進
、組
織
の
拡
充
、

組
織
の
再
編
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。商
工
会
は
、

会
員
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
の
で
②
ま
ち
の

神
社
行
事
、祭
な
ど
へ
の
参
加
で
す
。ま
た
、ほ
た

る
の
里〝
村
民
〞活
動
で
、ち
び
っ
子
と
小
学
生
に
源

氏
ぼ
た
る
の
育
て
方
や
田
ん
ぼ
で
の
稲
作（
も
ち

米
）を
指
導
し
て
い
ま
す
。田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま

で
、米
作
り
の
大
切
さ
を
教
え
、収
穫
祭
で
は
餅
を

つ
い
た
り
、子
供
た
ち
と
赤
飯
を
食
べ
た
り
し
て
、

お
米
に
感
謝
し
て
い
ま
す
③
毎
日
、早
寝
？
早
起

　
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
５
月

９
日
、
調
布
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
48
回
通
常

総
会
を
開
き
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
新
会
長
に
羽
村
市
商
工
会
青

年
部
の
矢
部
要
（
や
べ
・
か
な
め
）
氏
を
選

任
し
ま
し
た
。
副
会
長
に
は
小
野
淳
氏
（
国

立
市
）、
鈴
木
悟
氏
（
西
東
京
）、
加
園
丈
晴

氏
（
調
布
市
）、
天
野
太
介
氏
（
大
島
町
）

の
４
氏
を
選
び
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
役
員
改
選
の
ほ
か
、
26
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
27
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
、
27
年
度
の
会
費
額
・

払
込
方
法
の
３
議
案
も
提
出
さ
れ
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
会
長
に
選
ば
れ
た
矢
部
氏
は
、
今
年

度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
知
ら
ず
は
損
、
知
る
こ

と
に
よ
り
未
来
が
拓
け
る
」
を
掲
げ
、
知
り

合
う
こ
と
、
情
報
を
先
取
り
す
る
こ
と
の
重

要
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
①
本
業
を

大
事
に
、②
家
族
を
大
事
に
、③
所
属
す
る

商
工
会
を
大
事
に
、④
都
青
連
を
大
事
に

―
の
４
D
（
４
つ
の
大
事
）
を
唱
え
、
そ
の

順
序
を
意
識
し
な
が
ら
行
動
す
べ
き
だ
と

訴
え
ま
し
た
。
さ
ら
に「
地
元
を
愛
し
、
地

域
密
着
型
の
経
営
や
商
工
会
運
営
を
し
て

い
く
こ
と
で
、
仲
間
意
識
が
高
ま
り
外
に
目

を
向
け
ら
れ
る
組
織
に
な
る
。
共
に
生
き

る
東
京
で
、
一
緒
に
楽
し
く
成
長
し
よ
う
」

と
、
都
青
連
の
結
束
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
、
村
越
政
雄
東

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会

太
田
会
長
から

に
バ
ト
ン
パ
ス

「
Bu
mp 

up
」か
ら「
知
ら
ず
は
損
」へ―

第48回
通常総会を
開催

▲都青連の第48回通常総会

矢部要新会長▶

京
商
工
会
連
合
会
会
長
、
傳
田
純
同
専
務

理
事
、
廣
瀬
可
世
子
東
京
都
商
工
会
女
性

部
連
合
会
会
長
、
小
島
昌
夫
東
京
都
商
工

青
年
同
友
会
会
長
、田
中
俊
典
東
京
都
商

工
会
青
年
部
連
合
会
相
談
役
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
部
員
の
拡
大
に

成
果
を
上
げ
た
調
布
市
、
小
金
井
市
、日

野
市
の
商
工
会
青
年
部
を
表
彰
し
ま
し
た
。

き
を
心
掛
け
、出
勤
前
の
早
歩
き
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
欠
か
し
ま
せ
ん
④
魚
類
な
ら
何
で
も
O
K
。た

だ
し
腹
八
分
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

①
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、信
頼
さ
れ
る
商
工

会
を
目
指
す
た
め
、会
の
活
性
化
と
魅
力
づ
く
り

に
注
力
し
ま
す
。過
去
を
振
り
返
ら
ず
、遠
い
将
来

に
こ
だ
わ
ら
ず
、会
員
の
皆
様
の「
今
現
在
お
持
ち

の
意
見
」を
集
約
し
、反
映
で
き
る
会
の
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
②
気
心
知
れ
た
仲
間
と
時
間
が

あ
れ
ば
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま

す
。ま
た
、レ
ト
ロ
な
オ
ー
ト
バ
イ
収
集
や
機
械
工

作
も
好
き
で
す
③
皆
さ
ん
か
ら
勧
め
ら
れ
る「
健

康
食
品
」を
試
す
こ
と
で
す
④
実
際
に
味
わ
っ
て

お
い
し
か
っ
た
も
の（
い
ろ
い
ろ
な
食
材
、店
舗
で

提
供
さ
れ
る
食
品
）。特
に
、地
元
の
粉
で
作
っ
た

手
作
り
う
ど
ん
。

①
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し

ま
す
。役
員
理
事・職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
商
工
会

の
果
た
す
役
割
を
再
度
認
識
し
、親
切
・
丁
寧
・

確
実
・
迅
速
を
モ
ッ
ト
ー
に
業
務
を
遂
行
し
ま
す

②
孫
と
の
戯
れ
、妻
と
の
束
の
間
の
旅
。い
ず
れ
も

自
身
や
相
手
の
ガ
ス
抜
き
で
す
③
家
族
と
自
身
の

た
め
に
、つ
ら
い
の
で
す
が
週
５
回
ジ
ム
に
通
っ
て

い
ま
す
。40
年
間
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
き
た
ゴ
ル

フ
は
、J
Ｇ
Ａ
の
ハ
ン
デ
11
で
す
。何
と
か
再
度
シ

ン
グ
ル
に
挑
戦
！
④
わ
が
家
の
名
物
、妻
が
作
る

「
キ
ー
マ・カ
レ
ー
」で
す
。

①
役
員
、職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、事
に
当
た
れ
る

風
通
し
の
良
い
商
工
会
を
目
指
し
ま
す
。こ
の
よ

う
な
体
制
で
事
業
者
の
支
援
に
当
た
る
こ
と
で
、

信
頼
関
係
も
よ
り
一
層
強
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す

②
休
み
が
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
の
で
、た
ま
の
休

み
に
は
気
ま
ま
に
車
で
小
旅
行
に
出
か
け
て
い
ま

す
③
健
康
に
良
い
緑
茶
を
毎
日
、朝
、昼
、晩
、仕

事
中
に
も
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
飲
む
よ
う
に
し

て
い
ま
す
④
好
き
嫌
い
は
な
く
、何
で
も
食
べ
ま

す
。中
で
も
特
に
麺
類
は
、そ
ば
、う
ど
ん
、パ
ス
タ

と
和
洋
問
わ
ず
大
好
き
で
す
。特
に「
ひ
が
し
や
ま

と
茶
う
ど
ん
」は
絶
品
で
す
。

①
会
員
さ
ん
と
の
強
い
信
頼
関
係
を
築
き
、常
に

会
員
さ
ん
の
た
め
の
身
近
な
商
工
会
で
あ
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。行
政
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
②
ハ
イ
キ
ン

グ
が
趣
味
。夏
に
は
山
小
屋
泊
ま
り
で
百
名
山
に

も
行
き
ま
す
。音
楽
が
好
き
で
、ジ
ャ
ズ
は
若
い
こ

ろ
か
ら
聴
い
て
い
ま
す
③
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
心
掛

け
て
い
ま
す
が
、な
か
な
か
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。食
べ
過
ぎ
に
も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
④

魚
類
、肉
類
、野
菜
、果
物
。天
ぷ
ら
や
、と
ん
か
つ

が
大
好
き
な
の
で
す
が
、今
は
健
康
の
た
め
控
え

て
い
ま
す
。

①
新
島
村
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、後
継
者
不
足

で
廃
業
す
る
事
業
所
が
増
え
、商
工
会
員
が
減
少

し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
、役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
策
を
講
じ
て
、活
気
あ
ふ
れ
る
商
工
会

に
し
て
い
き
た
い
②
最
近
、忙
し
く
て
好
き
な

サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
ま
せ
ん
。余
暇
が
で
き
た
ら

サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
た
い
。い
ま
、特
に
は
ま
っ
て
い
る

の
が
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
す
③
島
の
露
天
温
泉
に

通
っ
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
最
高
で
す
④

新
島
の
焼
酎
と
新
鮮
な
魚
介
類
。大
好
物
は
何
と

言
っ
て
も
新
島
の
ク
サ
ヤ
で
す
。

　
東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
５
月

8
日
、
立
川
市
の
ホ
テ
ル
で
第
33
回
通
常

総
会
を
開
き
、
提
出
さ
れ
た
４
議
案
を
承

認
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
27
の
商
工
会
か

ら
1
2
4
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、

来
賓
と
し
て
村
越
政
雄
東
京
都
商
工
会
連

合
会
会
長
、
傳
田
純
同
専
務
理
事
、
太
田

泰
之
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
、
小
島
昌
夫
東
京
都
商
工
青
年
同
友
会

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
廣
瀬
可
世
子
会
長
は
、〝

お
も
て
な
し
は
心
で
は
な
く
知
恵
だ
〞 

と
い

う
京
都
の
老
舗
旅
館
の
お
か
み
の
言
葉
を
例

に「
心
が
な
く
て
は
お
も
て
な
し
は
で
き
な

い
が
、
知
恵
を
使
え
ば
さ
ら
に
良
い
も
の
に

な
る
。一
人
ひ
と
り
が
、
商
工
会
の
た
め
に

考
え
、
行
動
し
て
い
こ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
27
年
度
事
業
計
画
に
は
、
10
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る「
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
」の
実
施
な
ど
13
項
目
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
は
村
越
会
長
が「
今
年
は

初
め
て
女
性
部
全
国
大
会
が
東
京
で
開
か

れ
る
。
繊
細
な
心
と
あ
ふ
れ
る
機
動
力
を

フ
ル
に
発
揮
し
て
、
多
摩
と
島
し
ょ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

女
性
部
全
国
大
会

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会

第
33
回
通
常
総
会
を
開
く

▲「おもてなしは心と知恵で」と廣瀬会長

10
月
東
京
開
催
の

向
け
に

結
束
さ
ら
に
固
く

　一般・産業廃棄物収集運搬業務を主に行う丸順商事有
限会社（羽村市富士見平2-1-14）の代表。母（現会長）
から3年前に事業継承した。地元羽村市商工会の後押しと
太田前会長の熱心な推薦があり、「己を磨ける」とポジティ
ブに捉えて大役を引き受けた。社員には挨拶の重要さを説
く。経営理念は「市民、顧客、社会、そして全社員からの
信頼・支持を継続的に維持し続ける企業を目指す」こと。
　「各商工会の内部活性によって都青連を
盛り上げ、補助金活用のPRにも力を注い
でいきたい」と意欲を示す。明るく積極的
で人なつっこい性格。趣味は5歳の愛娘と
遊ぶこと。フットサルやキャンプが好きな屋
外派。昭和52年生まれの38歳。

矢
部
新
会
長

（
羽
村
市
商
工
会
青
年
部
）

新
商
工
会
長
に
就
任

７
氏
が

新
会
長
に
は
、①
私
が
目
指
す
商
工
会
②
私
の
余
暇
の
過
ご
し
方

③
私
の
健
康
法
④
私
の
大
好
物―

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
お
こ
う
ち
　
　
か
ず
の
り
　

西
東
京
商
工
会 

会
長

大
河
内 

一
紀
氏

や
な
ぎ
さ
わ
　 

い
さ
む

調
布
市
商
工
会 

会
長

栁
澤 

勇
氏

こ
　
じ
ま
　
　
て
つ
　
お

い
　
だ
　
　 

き
よ
　
は
る

東
久
留
米
市
商
工
会 

会
長

井
田 

清
治
氏

東
大
和
市
商
工
会 

会
長

小
嶋 

哲
夫
氏

お
ぎ
　
の
　
　 

あ
き
　
お

瑞
穂
町
商
工
会 

会
長

荻
野 

昭
夫
氏

お
お 

ぬ
ま
　 

と
　 

ら
　 

お

新
島
村
商
工
会 

会
長

大
沼 

登
良
夫
氏

　 

い
が
ら
し 

　
　 

か
ず
の
り

国
立
市
商
工
会 

会
長

五
十
嵐 

一
典
氏

５
月
の
総
代
会
で
7
人
の
方
が
新
し
く
商
工
会
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。新
会
長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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新
会
長
の

矢
部 
要

横
顔



▲舛添東京都知事 ▲村越会長

▲共同宣言採択後に写真撮影する
　出席者（右から2番目が村越都連会長）

◀
挨
拶
す
る

　傳
田
専
務
理
事

▶
多
摩
の
逸
品
を

　ア
ピ
ー
ル

　当連合会と西武信用金庫が共催する「東
京発！物産・逸品見本市」が、5月14、15
の両日、東京・新宿の新宿駅西口広場イベ
ントコーナーで開かれました。14日に行われた
オープニングセレモニーで、挨拶に立った傳田
純東京都商工会連合会専務理事は「この見
本市は、都内の逸品を広く紹介し、流通関係
者にも周知して販路拡大のお手伝いをする催
し。連合会も地域の商工会を窓口に全面的
に支援していく」と述べました。
　９回目を迎える同見本市には、90を超す
企業や団体・学校が出展しました。商工会
地域からも25事業者が出展し、多摩の逸品
のPRに力を入れていました。また、夏季観
光シーズンを迎える伊豆諸島・小笠原諸島
の紹介も行われました。今回も東北地方から
多数の参加があり、東京ではなかなか手に入
らない食の逸品に人気が集まっていました。

▲にぎわう女性部連合会のブース

　
平
成
27
年
度
第
１
回
「
東
京
の
成
長
に
向

け
た
公
労
使
会
議
」が
５
月
19
日
、
都
庁
で

開
催
さ
れ
、
経
営
者
団
体
の
代
表
の一
人
と

し
て
村
越
政
雄
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
東
京
都
と

東
京
労
働
局
が
連
携
し
、「
働
き
方
改
革
」

の
取
組
み
の
推
進
を
議
題
に
し
ま
し
た
。
仕

事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
た
働
き
方
の
実
現

に
向
け
、
経
営
者
団
体
、
労
働
団
体
な
ど
か

ら
率
直
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
会
議
に
は
、
経
営
者
団
体
か
ら
、
村
越
会

長
の
ほ
か
、
前
田
新
造
東
京
商
工
会
議
所

副
会
頭
、
大
村
功
作
東
京
都
中
小
企
業
団

体
中
央
会
会
長
、
御
手
洗
尚
樹
東
京
経
営

者
協
会
副
会
長
が
、
労
働
団
体
か
ら
大
野

博
連
合
東
京
都
連
合
会
会
長
が
出
席
し
、

舛
添
要
一東
京
都
知
事
、
西
岸
正
人
東
京
労

働
局
長
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
舛
添
知
事
は「
世
界
一
の
都
市
・
東
京
を

目
指
す
こ
と
の
中
に
は
、
生
活
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
入
っ
て
い
る
。
仕
事
と
生
活
の
調

和
、
健
康
の
確
保
、
女
性
の
活
躍
推
進
な
ど

の
観
点
か
ら
働
き
方
の
改
革
を
進
め
、
都
民

の
皆
さ
ん
に
、
東
京
で
仕
事
を
し
て
豊
か
な

　商工会とのお付合いは7年前から。たまたま羽村市の広報
紙に載っていた商工会の記事を見て、羽村でビジネスをするに
は地元の人脈を広げることが大切と思い、入会しました。今で
は、商工会のサポートメニューをフル活用させていただいてい
ます。入会して本当に良かった。多分、羽村では私のところ
が商工会を一番活用しているのではないのでしょうか。
　とくにセミナーには積極的に参加しています。販売促進に関
するものなど事業活動に直接応用できる実践型のセミナーが多
く、貴重なヒントが得られるからです。参加することによって、
羽村市内の企業とのコミュニケーションの場も増え、具体的な
取引にもつながっています。また、都の専門家派遣制度であ
る「エキスパートバンク事業」を利用して経営指導を受ける機
会にも恵まれました。この時は、商社を紹介していただき、実
際に販路の拡大が図れました。助成金についても、昨年度、
国の「小規模事業者持続化補助金」を得ることができ、これも
商工会の熱心な申請指導によるものと感謝しています。
　展示会は社名と製品をアピールする場として効果があります
が、出展費用が高いことがネックです。しかし、都の「展示会
等出展支援助成金」を得て、全国で開催されるさまざまな業
種の展示会に出展することができました。身近なメリットとして
は、展示会用のPOP広告があります。羽村市商工会には大
型のプリンターがありPOP制作はお手のもの。低料金で助かっ
ています。
　商工会との良好な関係を続けてこられたのは、担当指導員
さんの人柄によるところが大きいと思います。熱心に声をかけ
てもらい、当社の実情に合った適切な提案や支援をしていただ
いています。今後、海外の販路も作ろうと考えていますので、
商工会との連携がより深まることでしょう。

「皮膚保護クリーム」がもつ潜在的な機能で市場拡大

私と
商工会

vol.10
会社プロフィール

　川尻社長の販路開拓に対するバイタリティにはいつも刺激
を受けている。私もそのお手伝いをするために、さまざまな支
援策や助成金に対する情報収集を欠かさず、利用できる施策
を見つけ、社長に寄り添って「伴走型の支援」をするように心
掛けている。
　羽村市商工会は、2015年2月、「海外展開をサポートする
認定支援機関」にも登録された。今後はアースブルーの製品
の海外展開等のご支援もしていきたいと考えている。

経営指導員 から
一言

　川尻氏が一部上場の臨床検査会社Ｓ社からの転職を決めた
理由は、日本市場に合わず扱いに困っていた米国製の皮膚保
護クリームを、Ｓ社では川尻氏だけが介護市場で売ることがで
きたという事実だった。「皮膚保護クリームは手荒れ防止だけ
でなく、改良すればスキンケアの用途を拡大できるのでは？」
という予感が頼り。転職先のＮ社で原料供給元の米国社を視
察し「日本ならもっといいものができる」という確信を得た。
独立のためN社も退職するが、条件が付いた。①米国メー
カーの原料を輸入しない②顧客は全部置いていく―の2つ
だった。ゼロからの厳しい船出となった。
　しかし、拾う神もいた。業務用化粧品のOEM受託会社が
共同開発を申し出た。そこで川尻氏は有限会社アースブルー
を200５年に７月に設立。第1号製品の発売にこぎ付けたのは
同年秋だった。だが、知名度もなく販路もない商品が簡単に
は売れるはずもない。３年間苦しんだ。医療関連の展示会にマ
メに出展し、成果が出たのが2008年。思いもよらぬことにＳ
社から「病院向けに販売したい」という申し出が、さらに「ド
ラッグ市場で売りたい」という製薬会社からのオファーも入っ
た。同社の皮膚保護クリームの潜在的な機能が評価された。
　当面の危機を脱した同社は、現在、医療を中心に、介護、
理美容、食品、機械、スポーツなどの市場に進出。順調に
売り上げを伸ばし、2014年７月に株式会社に商号変更した。
今後、農業分野などでも積極的に展開する計画。「手荒れ」、
「汚れ」、「擦りむけ」の３つを防止する多機能皮膚保護クリー
ムの販路拡大を狙う。さらに海外展開も視野に入れている。
●東京都羽村市羽西1-17-11　●TEL 042-554-7783
●URL：http://earth-blue.jp

商工会のサポートメニューをフル活用
セミナー参加で市内企業と

良好な関係づくり

アースブルー社長
川尻 哲夫 氏

市川 哲史　羽村市商工会 係長
次のステップは海外展開のサポート

▶皮膚保護クリーム「プロ
テクトXシリーズ」の製
品ラインアップも７種類
に拡充。

第
１
次
受
付
135
社  
第
２
次
受
付
280
社

１
次
の
採
択
は
62
社

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金

国の　
当
連
合
会
が
受
け
付
け
た「
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
」の
申
し
込
み

は
、３
月
27
日
に
締
め
切
っ
た
第
一
次
受

付
分
が
1
3
5
社
、５
月
27
日
に
締
め

切
っ
た
第
二
次
受
付
分
が
2
8
0
社
と

な
り
、１
次
、２
次
合
計
で
4
1
5
社

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、１
次
で
は
62
社
を
魅
力

あ
る
販
路
開
拓
な
ど
の
事
業
と
し
て
採

択
し
ま
し
た
。
２
次
に
つい
て
は
６
月
下

旬
を
目
途
に
採
択
事
業
者
を
発
表
す
る

予
定
で
す
。

　
同
補
助
金
は
、
小
規
模
事
業
者
が
商

工
会
議
所
や
商
工
会
の
助
言
を
受
け
て

経
営
計
画
を
作
り
、そ
の
計
画
に
そ
って

販
路
開
拓
に
取
り
組
む
費
用
の
３
分
の

２
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
上
限
額
は

50
万
円（
雇
用
の
増
加
、
従
業
員
の
処

遇
改
善
、
買
い
物
弱
者
対
策
な
ど
の
取

組
み
の
場
合
は
1
0
0
万
円
）で
す
。

　
国
の
地
域
力
活
用
市
場
獲
得
等
支
援

事
業
の
一
環
で
、
当
連
合
会
で
は
同
事

業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
事

務
局
を
開
設
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当連合会
受付分

生
活
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
言
って
も
ら
い
た

い
。
使
用
者
団
体
や
労
働
者
団
体
の
皆
様
に

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
村
越
会
長
は「
商
工
会
の
会
員
の
規
模
や

業
種
は
様
々
で
、
画
一的
に
枠
に
当
て
は
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
が
時
間
的
余
裕
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め

る
。
で
き
た
時
間
を
健
康
増
進
や
家
族
と

の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
使
え
ば
、
地
域
経
済

も
活
性
化
す
る
。
商
工
会
地
域
は
多
摩
と

島
し
ょ
だ
。
工
夫
で
生
ま
れ
た
時
間
は
、ぜ

ひ
こ
の
地
域
で
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
経
営
側
、
労
働
側
か
ら
現
状

の
問
題
点
や
、
そ
れ
に
対
す
る
取
組
み
方
な

ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
そ

れ
ら
を
反
映
し
た「
働
き
方
改
革
」に
関
す

る
共
同
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　「第4回 多摩げた食の祭典・大多摩B
級グルメ」が、5月16、17の両日、青梅市
役所西側駐車場で開かれました。西多摩地
域の4市３町1村と山梨県の2村が、B級
グルメを一堂に集め、「食と観光」、「地産地
消」の振興をテーマに開催しているイベント
で、当連合会が後援しています。当連合会
と東京商工会女性部連合会は協賛エリアに
出店。また、観光PRエリアに出店した福生
市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出
町のブースでも各商工会職員が応援、食の
祭典を盛り上げました。
　当連合会ブースでは、伊豆・小笠原諸島
の特産品を販売、大島町直送のアイスク
リームなどが大好評でした。女性部連合会
は国分寺市、あきる野市、三鷹市、日野市、
瑞穂町の5つの商工会女性部が地域一押
しの特産品を販売、終日にぎわいをみせてい
ました。B級グ
ルメを販売する
20のブースで
は順番待ちの
列が途切れず、
完売が続出し
ていました。

東京の“粋”が新宿に集結

多摩げた食の祭典多摩げた食の祭典

大多摩B級グルメ
当連合会と女性部連合会が出店！

第９回 東京発！ 物産・逸品見本市

商工会地域から25事業者が出展

「
東
京
の
成
長
に
向
け
た
公
労
使
会
議
」開
催

「
働
き
方
改
革
」に
関
す
る
共
同
宣
言
を
採
択

仕
事
と
生
活
の
質
の
調
和
へ
働
き
方
の
改
革
を
！

ま
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
時
間
的
余
裕
作
り
を
！

第
１
回

舛
添
都
知
事

村
越
会
長
　

第４回
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▲舛添東京都知事 ▲村越会長

▲共同宣言採択後に写真撮影する
　出席者（右から2番目が村越都連会長）

◀
挨
拶
す
る

　傳
田
専
務
理
事

▶
多
摩
の
逸
品
を

　ア
ピ
ー
ル

　当連合会と西武信用金庫が共催する「東
京発！物産・逸品見本市」が、5月14、15
の両日、東京・新宿の新宿駅西口広場イベ
ントコーナーで開かれました。14日に行われた
オープニングセレモニーで、挨拶に立った傳田
純東京都商工会連合会専務理事は「この見
本市は、都内の逸品を広く紹介し、流通関係
者にも周知して販路拡大のお手伝いをする催
し。連合会も地域の商工会を窓口に全面的
に支援していく」と述べました。
　９回目を迎える同見本市には、90を超す
企業や団体・学校が出展しました。商工会
地域からも25事業者が出展し、多摩の逸品
のPRに力を入れていました。また、夏季観
光シーズンを迎える伊豆諸島・小笠原諸島
の紹介も行われました。今回も東北地方から
多数の参加があり、東京ではなかなか手に入
らない食の逸品に人気が集まっていました。

▲にぎわう女性部連合会のブース

　
平
成
27
年
度
第
１
回
「
東
京
の
成
長
に
向

け
た
公
労
使
会
議
」が
５
月
19
日
、
都
庁
で

開
催
さ
れ
、
経
営
者
団
体
の
代
表
の一
人
と

し
て
村
越
政
雄
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
東
京
都
と

東
京
労
働
局
が
連
携
し
、「
働
き
方
改
革
」

の
取
組
み
の
推
進
を
議
題
に
し
ま
し
た
。
仕

事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
た
働
き
方
の
実
現

に
向
け
、
経
営
者
団
体
、
労
働
団
体
な
ど
か

ら
率
直
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
会
議
に
は
、
経
営
者
団
体
か
ら
、
村
越
会

長
の
ほ
か
、
前
田
新
造
東
京
商
工
会
議
所

副
会
頭
、
大
村
功
作
東
京
都
中
小
企
業
団

体
中
央
会
会
長
、
御
手
洗
尚
樹
東
京
経
営

者
協
会
副
会
長
が
、
労
働
団
体
か
ら
大
野

博
連
合
東
京
都
連
合
会
会
長
が
出
席
し
、

舛
添
要
一東
京
都
知
事
、
西
岸
正
人
東
京
労

働
局
長
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
舛
添
知
事
は「
世
界
一
の
都
市
・
東
京
を

目
指
す
こ
と
の
中
に
は
、
生
活
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
入
っ
て
い
る
。
仕
事
と
生
活
の
調

和
、
健
康
の
確
保
、
女
性
の
活
躍
推
進
な
ど

の
観
点
か
ら
働
き
方
の
改
革
を
進
め
、
都
民

の
皆
さ
ん
に
、
東
京
で
仕
事
を
し
て
豊
か
な

　商工会とのお付合いは7年前から。たまたま羽村市の広報
紙に載っていた商工会の記事を見て、羽村でビジネスをするに
は地元の人脈を広げることが大切と思い、入会しました。今で
は、商工会のサポートメニューをフル活用させていただいてい
ます。入会して本当に良かった。多分、羽村では私のところ
が商工会を一番活用しているのではないのでしょうか。
　とくにセミナーには積極的に参加しています。販売促進に関
するものなど事業活動に直接応用できる実践型のセミナーが多
く、貴重なヒントが得られるからです。参加することによって、
羽村市内の企業とのコミュニケーションの場も増え、具体的な
取引にもつながっています。また、都の専門家派遣制度であ
る「エキスパートバンク事業」を利用して経営指導を受ける機
会にも恵まれました。この時は、商社を紹介していただき、実
際に販路の拡大が図れました。助成金についても、昨年度、
国の「小規模事業者持続化補助金」を得ることができ、これも
商工会の熱心な申請指導によるものと感謝しています。
　展示会は社名と製品をアピールする場として効果があります
が、出展費用が高いことがネックです。しかし、都の「展示会
等出展支援助成金」を得て、全国で開催されるさまざまな業
種の展示会に出展することができました。身近なメリットとして
は、展示会用のPOP広告があります。羽村市商工会には大
型のプリンターがありPOP制作はお手のもの。低料金で助かっ
ています。
　商工会との良好な関係を続けてこられたのは、担当指導員
さんの人柄によるところが大きいと思います。熱心に声をかけ
てもらい、当社の実情に合った適切な提案や支援をしていただ
いています。今後、海外の販路も作ろうと考えていますので、
商工会との連携がより深まることでしょう。

「皮膚保護クリーム」がもつ潜在的な機能で市場拡大

私と
商工会

vol.10
会社プロフィール

　川尻社長の販路開拓に対するバイタリティにはいつも刺激
を受けている。私もそのお手伝いをするために、さまざまな支
援策や助成金に対する情報収集を欠かさず、利用できる施策
を見つけ、社長に寄り添って「伴走型の支援」をするように心
掛けている。
　羽村市商工会は、2015年2月、「海外展開をサポートする
認定支援機関」にも登録された。今後はアースブルーの製品
の海外展開等のご支援もしていきたいと考えている。

経営指導員 から
一言

　川尻氏が一部上場の臨床検査会社Ｓ社からの転職を決めた
理由は、日本市場に合わず扱いに困っていた米国製の皮膚保
護クリームを、Ｓ社では川尻氏だけが介護市場で売ることがで
きたという事実だった。「皮膚保護クリームは手荒れ防止だけ
でなく、改良すればスキンケアの用途を拡大できるのでは？」
という予感が頼り。転職先のＮ社で原料供給元の米国社を視
察し「日本ならもっといいものができる」という確信を得た。
独立のためN社も退職するが、条件が付いた。①米国メー
カーの原料を輸入しない②顧客は全部置いていく―の2つ
だった。ゼロからの厳しい船出となった。
　しかし、拾う神もいた。業務用化粧品のOEM受託会社が
共同開発を申し出た。そこで川尻氏は有限会社アースブルー
を200５年に７月に設立。第1号製品の発売にこぎ付けたのは
同年秋だった。だが、知名度もなく販路もない商品が簡単に
は売れるはずもない。３年間苦しんだ。医療関連の展示会にマ
メに出展し、成果が出たのが2008年。思いもよらぬことにＳ
社から「病院向けに販売したい」という申し出が、さらに「ド
ラッグ市場で売りたい」という製薬会社からのオファーも入っ
た。同社の皮膚保護クリームの潜在的な機能が評価された。
　当面の危機を脱した同社は、現在、医療を中心に、介護、
理美容、食品、機械、スポーツなどの市場に進出。順調に
売り上げを伸ばし、2014年７月に株式会社に商号変更した。
今後、農業分野などでも積極的に展開する計画。「手荒れ」、
「汚れ」、「擦りむけ」の３つを防止する多機能皮膚保護クリー
ムの販路拡大を狙う。さらに海外展開も視野に入れている。
●東京都羽村市羽西1-17-11　●TEL 042-554-7783
●URL：http://earth-blue.jp

商工会のサポートメニューをフル活用
セミナー参加で市内企業と

良好な関係づくり

アースブルー社長
川尻 哲夫 氏

市川 哲史　羽村市商工会 係長
次のステップは海外展開のサポート

▶皮膚保護クリーム「プロ
テクトXシリーズ」の製
品ラインアップも７種類
に拡充。

第
１
次
受
付
135
社  

第
２
次
受
付
280
社

１
次
の
採
択
は
62
社

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金

国の　
当
連
合
会
が
受
け
付
け
た「
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
」の
申
し
込
み

は
、３
月
27
日
に
締
め
切
っ
た
第
一
次
受

付
分
が
1
3
5
社
、５
月
27
日
に
締
め

切
っ
た
第
二
次
受
付
分
が
2
8
0
社
と

な
り
、１
次
、２
次
合
計
で
4
1
5
社

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、１
次
で
は
62
社
を
魅
力

あ
る
販
路
開
拓
な
ど
の
事
業
と
し
て
採

択
し
ま
し
た
。
２
次
に
つい
て
は
６
月
下

旬
を
目
途
に
採
択
事
業
者
を
発
表
す
る

予
定
で
す
。

　
同
補
助
金
は
、
小
規
模
事
業
者
が
商

工
会
議
所
や
商
工
会
の
助
言
を
受
け
て

経
営
計
画
を
作
り
、そ
の
計
画
に
そ
って

販
路
開
拓
に
取
り
組
む
費
用
の
３
分
の

２
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
上
限
額
は

50
万
円（
雇
用
の
増
加
、
従
業
員
の
処

遇
改
善
、
買
い
物
弱
者
対
策
な
ど
の
取

組
み
の
場
合
は
1
0
0
万
円
）で
す
。

　
国
の
地
域
力
活
用
市
場
獲
得
等
支
援

事
業
の
一
環
で
、
当
連
合
会
で
は
同
事

業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
事

務
局
を
開
設
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当連合会
受付分

生
活
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
言
って
も
ら
い
た

い
。
使
用
者
団
体
や
労
働
者
団
体
の
皆
様
に

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
村
越
会
長
は「
商
工
会
の
会
員
の
規
模
や

業
種
は
様
々
で
、
画
一的
に
枠
に
当
て
は
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
が
時
間
的
余
裕
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め

る
。
で
き
た
時
間
を
健
康
増
進
や
家
族
と

の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
使
え
ば
、
地
域
経
済

も
活
性
化
す
る
。
商
工
会
地
域
は
多
摩
と

島
し
ょ
だ
。
工
夫
で
生
ま
れ
た
時
間
は
、ぜ

ひ
こ
の
地
域
で
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
経
営
側
、
労
働
側
か
ら
現
状

の
問
題
点
や
、
そ
れ
に
対
す
る
取
組
み
方
な

ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
そ

れ
ら
を
反
映
し
た「
働
き
方
改
革
」に
関
す

る
共
同
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　「第4回 多摩げた食の祭典・大多摩B
級グルメ」が、5月16、17の両日、青梅市
役所西側駐車場で開かれました。西多摩地
域の4市３町1村と山梨県の2村が、B級
グルメを一堂に集め、「食と観光」、「地産地
消」の振興をテーマに開催しているイベント
で、当連合会が後援しています。当連合会
と東京商工会女性部連合会は協賛エリアに
出店。また、観光PRエリアに出店した福生
市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出
町のブースでも各商工会職員が応援、食の
祭典を盛り上げました。
　当連合会ブースでは、伊豆・小笠原諸島
の特産品を販売、大島町直送のアイスク
リームなどが大好評でした。女性部連合会
は国分寺市、あきる野市、三鷹市、日野市、
瑞穂町の5つの商工会女性部が地域一押
しの特産品を販売、終日にぎわいをみせてい
ました。B級グ
ルメを販売する
20のブースで
は順番待ちの
列が途切れず、
完売が続出し
ていました。

東京の“粋”が新宿に集結

多摩げた食の祭典多摩げた食の祭典

大多摩B級グルメ
当連合会と女性部連合会が出店！

第９回 東京発！ 物産・逸品見本市

商工会地域から25事業者が出展

「
東
京
の
成
長
に
向
け
た
公
労
使
会
議
」開
催

「
働
き
方
改
革
」に
関
す
る
共
同
宣
言
を
採
択

仕
事
と
生
活
の
質
の
調
和
へ
働
き
方
の
改
革
を
！

ま
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
時
間
的
余
裕
作
り
を
！

第
１
回

舛
添
都
知
事

村
越
会
長
　

第４回
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ＣＯＮＴＥＮＴＳ

「元気な日の出町を」
̶力を合わせたまちづくり
「みんなでつくろう　日の出町！」を合言葉に、
商工会・町・観光協会等の連携を強め、
活気あふれるまちづくり、商店つくりを目指しています。

日の出町の由来である
「日の出山」

●第1次受付が135社、第2次受付が280社に̶当連合会が受け付けた 「小規模事業者持続化補助金」
●東京都商工会青年部連合会の新会長に矢部要氏̶第48回通常総会開く
●東京都商工会女性部連合会が第33回通常総会を開く
●多摩・島しょ地域のイベント大特集Part63（8月～9月）　

▲清水秀明会長（前列中央左）と職員の皆さん

商工会は 行き
ます

聞き
ます

提案
します

Hinodemachi
Shokokai

http://www.042-597-0270.com/

日の出町
商工会

豊かな自然に恵まれた「日の
出山」は，四季を通じて大勢
のハイカーが訪れる山です。
標高902ｍの頂上からは関
東平野が一望でき、新宿高
層ビル群も見えます。晴れた
日はスカイツリーも望めます。

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛けください。

大自然と山里の風情あふれる
美肌の湯「日の出つるつる温泉」
深山の緑と山里の風情が心を癒
します。お肌をすべすべにしてく
れるアルカリ性の泉質は「美肌の
湯」として評判です。

地元産ブランド「日の出トマト」と
Ｂ級グルメ「赤いうどん」
トマトは本来夏野菜ですが、「日の出トマト」
は、12月～ 6月にかけてハウスで収穫される
地元産ブランドのトマトで、トマト本来のおい
しさと栄養をたっぷり蓄えています。B級グル
メ「赤いうどん」もおいしいと好評です。

夏の「白岩の滝」
「白岩の滝」は落差8.5ｍの
１段、落差12ｍの２段、落
差15ｍの３段からなる日の
出町随一の名瀑です。日の
出山へと通じるハイキング
コースになっています。

消費者との信頼の輪を強化
「ひので朝市」
年5回（3月・6月・7月・9月・12月）
開催される「ひので朝市」は、年々消費者
の輪が広がり賑わっています。

▲日の出町
　イメージキャラクター　
　「ひのでちゃん」

●村越政雄会長を再選、新副会長に山下真一理事―第54回通常総会を開催
7人の理事を新たに選任／
村越会長「多摩・島しょをもっと良くして東京を活性化」と2期目に意欲　
●第1回「東京の成長に向けた公労使会議」開催
「働き方改革」に関する共同宣言を採択／
「まず、それぞれの企業が時間的余裕作りを」と村越会長が提言

2015年（平成27年）7月1日
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大特集
Part 63
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日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問い合せ先

８
月

７月31日（金）～
2日（日） 物忌奈命神社例大祭（神津島村） 物忌奈命神社境内 子供御輿、山車、神事「鰹釣り」、夜店など 物忌奈命神社（04992-08-0193）

1日（土） 神津島マリン太鼓フェステバル（神津島村） 物忌奈命神社境内 特別ステージ 島しょ管内の姉妹太鼓の競演 神津島観光協会（04992-8-0321）

1日（土） 2015 トウキョズカップ  ヨットレース
（大島町） 大島がスタート / ゴール 利島 1 周コース / 三宅島 1 周コース トウキョウズカップ実行委員会

（04992-2-1411)

1日（土） 第 13 回 あきる野夏祭り  （あきる野市） JR 秋川駅北口駅前大通り周辺 模擬店、流し踊り、神輿・囃子パレード、ステージショー あきる野夏祭り運営委員会
（042-588-1893：あきる野市観光商工課内）

１日（土） 小平グリーンロード灯りまつり
（小平市）

小平グリーンロード
（狭山・境緑道）と沿道の公

園等 15 会場

小平の伝統文化「祭り灯籠」を市民が持ち寄り「灯り」
を飾る

小平市グリーンロード推進協議会
小平グリーンロード灯りまつり実行委員会

（042-346-9581：小平市産業振興課内）

１日（土） 大賀ハス観蓮会（羽村市） 根がらみ前水田大賀ハス植
栽地（羽村市羽中 4 丁目）

大賀ハス（古代ハス）を観る会。葉に注いだ酒を茎
から飲む荷葉杯や、野点、朝採り野菜の販売

羽村市農業後継者クラブ
（問合せは羽村市産業課：042-555-1111）

１日（土） 第 33 回 羽村灯籠流し（羽村市） 羽村堰下広場 家内安全、学業成就などの願いを込めて灯籠を流す 羽村灯籠流し実行委員会
（問合せは羽村市観光協会：042-555-9667）

1日（土）～
2日（日） 第 43 回 昭島市民くじら祭（昭島市） 昭島市立昭和公園陸上競技

場など
ステージショーや模擬店の出店など。1 日は夢花火、
2 日は昭島駅から陸上競技場までパレード

昭島市商工会・昭島市民くじら祭り
実行委員会（042-543-8186）

1日（土）～ 
2日（日） 下町夕涼み（小金井市） 江戸東京たてもの園 盆踊り、屋台など、外国の方も日本風情を 江戸東京たてもの園（042-388-3300）

１日（土）～
31日（月） レンゲショウマまつり（青梅市） 御岳山富士峰園地ほか レンゲショウマの観察会、フォトコンテストなど 武蔵御嶽神社（0428-78-8500）

2日（日） 青梅市納涼花火大会（青梅市） 青梅市永山公園グラウンド 丘陵から打ち上げられる 3000 発の花火、尺 5 寸玉も圧巻 青梅市納涼大会実行委員会（0428-24-2481）

2日（日） 神津島マリンフェステバル
「渚の花火大会」（神津島） 村落前の海岸、浅瀬 海辺で 700 発の花火打上げ。この日に合わせて大型

客船「飛鳥」がサマークルーズで来島 神津島観光協会（04992-8-0321）

2日（日）～
9月6日（日）

小笠原村サマーフェスティバル
2015（小笠原村） お祭り広場

南洋踊り＆ KAKA、盆踊り＆花火大会、野外映画会、
フラオハナ、星空観望会、ビーチバレー大会、News
ボ、ウミガメ放流、シマアジ放流

小笠原村サマーフェスティバル 2015 実行委員会
（04998-2-2587：小笠原村観光協会内）

4日（火）～
9日（日） 富賀神社大祭（三宅村） 島内 5 部落 神輿が 5 部落を巡る、2 年に 1 度の奇祭（別名喧嘩祭り） 三宅島観光協会（04994-5-1144）

6日（木）～ 
9日（日） 第 65 回 福生七夕まつり（福生市） 福生駅西口駅前通り、銀座

通り、栄通りほか 七夕飾り、模擬店、各種イベント 福生七夕まつり実行委員会
（042-551-1699）

8日（土） 第 42 回 とうろう流し（あきる野市） リバーサイドパーク一の谷 約 800 基のとうろうを清流秋川に奉流し、先祖を供養 あきる野市観光協会秋川支部
（042-558-1893：あきる野市観光商工課内）

8日（土）～ 
9日（日） 第 36 回 伊豆大島夏まつり（大島町） 元町港、仲通り 8 日：花火大会（元町港桟橋から 1000 発の花火）

8 日～ 9 日：縁日（仲通りに約 60 店の屋台）、イベントほか 大島町商工会（04992-2-3791）

10日（月） 観音様の夜店 ( 新島村） 観音様境内下 金魚すくい、かき氷、ゲームなど。ご当地グルメの
赤イカ焼きそばも 新島村商工会（04992-5-1167）

14日（金） 盆踊り大会（神津島村） 神津島港広場 盆踊り、夜店など 神津島村商工会（04992-8-0232）

16日（日）～
30日（日） 清瀬ひまわりフェスティバル（清瀬市） 下清戸地区の農地

（石井ファーム / 小寺ファーム）
2 万 4 千㎡の農地に咲くひまわりの観賞と、清瀬産
野菜・特産物の直売

清瀬市農ある風景を守る会（042-497-2052：
清瀬市市民生活部産業振興課内）

21日（金）～
24日（月）

WERIDE 三宅島親子バイクキャンプ 
（三宅村） 雄山特設会場 小・中学生と親が、バイクの乗り方の講習を通じて

絆を強め、地元の子供たちとの交流も図る 三宅島スポーツ振興会（04994-2-1381）

22日（土） 第 19 回 みずほサマーフェスティバル（瑞穂町） 瑞穂町役場西側通り 流し踊りコンクール、模擬店、武州唐獅子太鼓ほか 瑞穂町観光協会（042-557-3389）

22日（土）～
23日（日）

第 27 回 払沢の滝ふるさと夏まつり
（檜原村） 払沢の滝、檜原小学校周辺 日本の滝百選「払沢の滝」等のライトアップ、郷土

芸能、特産品販売、花火打上げ 檜原村観光協会（042-598-0069）

22日（土）～
24日（月） 第 29 回 大島親善野球大会（大島町） 町内の小中学校グラウンド 東京都・千葉県・神奈川県・静岡県から強豪チーム

が来島、熱戦に期待 大島観光協会（04992-2-2177）

23日（日） 第 6 回 五日市百日紅（サルスベリ）まつり
（あきる野市） 五日市地域檜原街道沿い 街道沿いの百日紅のライトアップ（7 月 31 日から約

1 カ月間 )、流し踊りほか各種イベント
五日市活性化戦略委員会（042-595-1135：
あきる野市観光まちづくり活動課内）

29日（土） 第 13 回 ヨルイチ（あきる野市） JR 武蔵五日市駅前から小中
野地区の檜原街道沿いほか

五日市の歴史と伝統を伝える懐かしい市。人力車・
ヨルイチバスの運行、あかりスタンド、和のイベント ヨルイチ実行委員会（090-3137-3901）

29日（土） 神津島アクアスロン大会（神津島村） スイム：前浜海岸 / ラン：村内 急斜面の道が多い村内ランでの競争が見どころ 神津島村役場（04992-8-0011）

９
月

5日（土） 第 14 回 稲城阿波おどり大会
（稲城市）

弁 天 通 り、 ラ ン ド 駅 北 通 り、
京王よみうりランド駅前広場 招待連と地元連が阿波踊りを披露 稲城市商店会連合会（042-377-1696）

5日（土） 第１回 新島アクアスロン大会（新島村） 新島村内 スイム、ランの 2 種競技の大会 新島村産業観光課（04992-5-0284）

10日（木）
～13日（日）

JPSA シニア・マスター・プロサーフィン大会
（新島村） 羽伏浦海岸 45 歳以上のプロ、アマの大会 / プロサーファーの大会 新島村産業観光課（04992-5-0284）

19日（土）～ 
20日（日） 横田基地 日米友好祭（福生市など） 横田基地内 航空機展示・見学、バンド演奏ほか各種イベント、

アメリカンフード販売などアメリカ気分を満喫。
詳細は米軍横田基地ウェブサイト
http://www.yokota.af.mil/

26日（土） 島民まつり 2015（新島村） 黒根港船客待合所前広場 出店多数。舞台発表、大抽選会も 新島村商工会（04992-5-1167）

26日（土）～
27日（日）

第 15 回　はむらふるさと祭り 
（羽村市） JR 青梅線小作駅東口周辺 よさこいソーランなどの踊りと和太鼓演奏。焼きそ

ば、たこ焼き、おもちゃなどの模擬店も並ぶ
はむらふるさと祭り実行委員会

（問合せは羽村市産業課：042-555-1111）

26日（土）～
27日（日） 第 48 回 お月見の集い（小金井市） 小金井公園 地元グルメの屋台 40 店。演劇、伝統芸能、歌唱と

ダンスなど。特別企画も用意 小金井市観光協会（042-316-3980）

30日（水） 第 2 回 きよせニンニンスタンプ抽選会
（清瀬市） 清瀬商工会館 商店のスタンプを参加券として応募すると金券が当たる。

年 3 回抽選。金券はスタンプ取り扱い商店で使用できる 清瀬商工会（042-491-6648）


